
支出伝票
01-001 （1/2）

日付 令和 7年 7月 23日 支出額 5,100 円

項目 調査研究費 充当額 1,700 円

細目 その他 按分率 1/3

支払先 （株）青木 松風庵 　

　

　

　

摘要 お土産代（西野・新緑未来 2名の按分 1/3） 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



支出伝票
01-001 （2/2）



支出伝票
01-002 （1/1）

日付 令和 7年 7月 24日 支出額 12,980 円

項目 調査研究費 充当額 12,980 円

細目 交通費 按分率

支払先 JR西日本 　

　

　

　

摘要 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　

支払証明書あり

理由

券売機で購入のため

　

　

　

　

　

　



支出伝票
01-003 （1/2）

日付 令和 7年 7月 25日 支出額 19,700 円

項目 調査研究費 充当額 6,370 円

細目 宿泊費 按分率

支払先 エクシブ |湯河原離宮 　

　

　

　

摘要 7/24宿泊 3名の按分（宿泊費 西野 6,567円・新緑未来 2名/6,567円 1名、

6,566円 1名）西野カードポイント分 197円のマイナス

　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



支出伝票
01-003 （2/2）



支出伝票
01-004 （1/1）

日付 令和 7年 7月 25日 支出額 13,380 円

項目 調査研究費 充当額 13,380 円

細目 交通費 按分率

支払先 JR東海 　

　

　

　

摘要 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　

支払証明書あり

理由

券売機での購入のため

　

　

　

　

　

　



支払証明書
（1/1）

01-002 12,980

01-004 13,380

整理番号 金額（円） 整理番号 金額（円）

上記金額を支払ったことを証明します。

令和 7年 7月 25日

会派名　 自由民主党泉佐野市会議員団

経理責任者　 高橋 圭子







（様式：出－３）

令和7年8月18日

出張調査報告書（別紙）

日 時

行 先 等

　令和7年7月24日（木）　～　令和７年7月25日（木）

静岡県三島市、伊豆の国市視察

有機栽培と有機農法への取組みについての視察

目 的

三島市：三島市が管理している農園を民間団体に委託して市民が農業体験を
することで、野菜などを栽培する楽しみを奨励しています。貸し出し農園は「有
機野菜」を栽培することが条件で、安心安全な作物を収穫することも目的とし
ています。
伊豆の国市：「新規就農者育成総合対策」に関わる伊豆の国市は県からの支
援金を活用しての農業従事者の増加と育成を図っています。さらには「伊豆の
国市有機農業推進協議会」を立ち上げ、有機農業産地とオーガニック市場の
拡大を図っています。この事業には伊豆の国市長も積極的に奨励しており、
三島市同様に民間団体と連携を取りながら事業を推進しています。

有機栽培は生産効率が上がらないなどのデメリットはあるものの、伊豆の国市
が取組んでいる官民連携による生産性の向上の研究からもうかがえるように、
将来的に安価で安心安全なオーガニック栽培が市場の主流になるのではとの
期待感が持てます。何よりも有機農業の必要性の周知及び、将来において主
食である「米」をはじめとした農業による食料自給率のアップを図っていくべき
と感じました。

内　　　　　　容

総　　　　　　括

24



年 月 日 月

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

合　　計 ¥34,430

お土産代 按分5,100÷３名 1,700 1 1,700

カードポイント 宿泊費19700×1%=197 -197 1 -197

新幹線　指定席　帰り 5,350 1 5,350

宿泊費 エクシブ湯河原　按分19,700÷3名 6,567 1 6,567

交通費 JR日根野駅〜J R三島駅 8,030 2 16,060

新幹線　指定席　行 4,950 1 4,950

〇旅費等計算表

内　訳 計　算　根　拠
金　　　　　　　額

単価 数 計　（円）

18:23 JR大阪駅〜JR日根野駅 電車

15:46 JR三島 〜JR新大阪駅 新幹線

18:08 JR新大阪駅〜JR大阪駅 電車

25 10:00 伊豆の国市役所　

11:00 大仁農場視察

19:00 宿泊先到着

昼食

13:00 三島市役所・佐野体験農園視察

9:48 JR新大阪駅〜JR三島 新幹線

11:57 JR三島 到着

7 24 8:33 JR日根野駅〜JR大阪駅 電車

9:32 JR大阪駅〜JR新大阪駅 電車

〇行程表

月 日 時間 スケジュール 交通手段等

調査行程・旅費計算書

（令和 7 7 24 ～ 7 25 日分）



支出伝票
03-001 （1/2）

日付 令和 7年 7月 23日 支出額 66,000 円

項目 広報費 充当額 66,000 円

細目 その他 按分率

支払先 産経新聞関空泉佐野専売所 　

　

　

　

摘要 チラシ代として (消費税合む)　産経新聞折込み 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



支出伝票
03-001 （2/2）



支出伝票
03-002 （1/2）

日付 令和 7年 8月 18日 支出額 63,800 円

項目 広報費 充当額 63,800 円

細目 報告書等印刷費 按分率

支払先 （株）鉛筆屋 　

　

　

　

摘要 市政報告印刷代 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



支出伝票
03-002 （2/2）



支出伝票
03-003 （1/2）

日付 令和 8年 1月 7日 支出額 178,640 円

項目 広報費 充当額 178,640 円

細目 その他 按分率

支払先 (株)ともとす 　

　

　

　

摘要 西野　市政報告ポスティング代（29,000部） 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



支出伝票
03-003 （2/2）



支出伝票
03-004 （1/2）

日付 令和 8年 1月 13日 支出額 117,458 円

項目 広報費 充当額 117,458 円

細目 報告書等印刷費 按分率

支払先 (株)鉛筆屋 　

　

　

　

摘要 西野　市政報告（50,000部） 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



支出伝票
03-004 （2/2）



支出伝票
03-005 （1/2）

日付 令和 8年 1月 13日 支出額 59,400 円

項目 広報費 充当額 59,400 円

細目 その他 按分率

支払先 産経新聞関空泉佐野専売所 　

　

　

　

摘要 西野　市政報告新聞折り込み（18,000部） 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



支出伝票
03-005 （2/2）



支出伝票
03-006 （1/2）

日付 令和 8年 1月 14日 支出額 84,172 円

項目 広報費 充当額 84,172 円

細目 報告書等印刷費 按分率

支払先 さざんか工房 　

　

　

　

摘要 高橋　市政報告（30,000部） 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



支出伝票
03-006 （2/2）



支出伝票
03-007 （1/2）

日付 令和 8年 2月 10日 支出額 217,402 円

項目 広報費 充当額 217,402 円

細目 その他 按分率

支払先 aster(株) 　

　

　

　

摘要 高橋　市政報告ポスティング代（29,720部） 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



支出伝票
03-007 （2/2）



支出伝票
05-001 （1/2）

日付 令和 8年 2月 19日 支出額 85,810 円

項目 要請・陳情活動費 充当額 84,952 円

細目 交通費 按分率

支払先 エアプラス (株)　 　

　

　

　

摘要 航空チケット代 2枚・西野、高橋 (航空機事務手数料 1,650円含む)、カード

使用につき 858ポイントマイナスしました。

　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



支出伝票
05-001 （2/2）



支出伝票
05-002 （1/1）

日付 令和 8年 2月 19日 支出額 5,480 円

項目 要請・陳情活動費 充当額 5,480 円

細目 交通費 按分率

支払先 JR、東京メトロ、東京モノレール、南海電鉄 　

　

　

　

摘要 各支払先詳細は、添付の旅費計算書 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　

支払証明書あり

理由

券売機で購入のため

　

　

　

　

　

　



支払証明書
（1/1）

05-002 5,480

整理番号 金額（円） 整理番号 金額（円）

上記金額を支払ったことを証明します。

令和 8年 2月 19日

会派名　 自由民主党泉佐野市会議員団

経理責任者　 高橋 圭子



（様式：要－１） 

 

 

 

令和 8 年 2 月 16 日  

 

泉佐野市議会議長 様  

 

（会 派 名）自由民主党泉佐野市会議員団  

 

（代表者名）西野 辰也  

 

要請・陳情活動届出書  

 

下記のとおり要請・陳情活動を実施いたしますのでお届けします。  

 

記  

 

議員名  高橋 圭子・西野  辰也  

日 程 令和 8 年 2 月 19 日（木） 7：05 ～ 22：35 

要請・陳情  

先 の 名 称 
こども家庭庁・総務省・国土交通省・厚生労働省  

場  所  
住 所 東京都千代田区霞が関 3-2-5 他  

場 所 霞が関ビルディング  20 階 他  

要請・陳情  

の 概 要 
別紙の通り  

経 費 
旅費については、「泉佐野市議会政務活動費の交付に関する条例」第４条  

第３項に基づく。  

そ の 他  

 



泉佐市行第  -１号 

令和 8 年 2 月  日 

総務大臣 

 林 芳正 様 

 

泉佐野市長  千代松 大耕 

要 望 書 

 
泉佐野市におきましては、財政健全化団体を脱却した後も、再び財政健全化団体

に陥ることなく、財政運営の健全性を確保するため、新たに中期財政運営方針を策

定し、税外収入の積極的な確保、遊休財産の売却、総人件費の抑制、事務事業の継

続した見直しなどによる経費の削減に努めており、令和６年度決算では前年度に引

き続き、黒字決算を維持してまいりました。 

 

しかし、経常収支比率は 103.0％と、前年度の 104.3％から 1.3ポイント改善し

たものの、依然 100％を上回った高水準となり、経常的な支出を経常的な収入で賄

っていけないという財政が硬直化している状況が続いております。 

また、今後においても地方債残高を多く抱え、高水準の公債費負担が続くため、

地方債の新規発行の抑制や、繰上償還の実施などにより、地方債残高を年々減少さ

せることにより、実質公債費比率及び将来負担比率の改善を図っているところでご

ざいます。 

 

１点目は、泉佐野市は、空港関連税収等により、財政力指数としては 0.84（3 ヵ

年平均）と高い数値ではありますが、地方債残高 883 億円と多く、公債費負担も多

額で、経常収支比率 103.0％となっております。特別交付税の算定において、財政

力指数の適用により交付額に大きな影響をもたらすものとなっておりますので、財

政力指数ではなく、実態に合った数値を考慮の上、判断されるよう改善されたい。 

 

２点目は、一般廃棄物処理事業債について、発行にあたり充当率が 90％とされて

いるが、近年の物価高騰や人件費上昇の影響をうけ、建設工事に係る事業費が例年

高額となっている。本市においては、ごみ焼却施設の老朽化により令和８年度から

移設予定地の造成工事計画を進めているところではあるが、厳しい財政状況のもと、

必要な財源をいかに確保するかという課題に直面していることから、市負担の軽減

のため充当率 100％となるよう改善されたい。 

 

３点目は、公害防止対策事業債について、公害防止財政特別措置法が令和２年度

末で失効したことに伴う経過措置が令和７年度末で終了する。本市の下水道整備は

大阪府内でも後発であるため、令和６年度末下水道普及率は 46.8％と低水準であり、

普及率の更なる向上に努める必要があることから、経過措置の延長や同等制度の構

築を検討されたい。 

 



 本市では、これまでの新型コロナウイルス感染拡大による航空事業における経済

的な影響が続いており、市税収入の回復が見込めない状況にあります。 

 こうした状況下におきましても、人件費上昇・物価高等への継続した対策や、第 5

次泉佐野市総合計画を遂行していくためには、限られた予算の中で計画的に進める

ことができるよう、国の支援は必要不可欠ですので、ここに強く要望いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



泉佐市行第  -3 号 

 令 和 8 年 2 月  日 

国土交通大臣 

 金子 恭之 様 

   

 

                       泉佐野市長  千代松 大耕 

要 望 書 

 

 平素は、泉佐野市政の行財政運営にご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、本市におきましては、財政健全化団体を脱却した後も様々な施策をもって財政基盤

の安定に努めているところでございますが、依然、多額の地方債を抱え、高水準の公債費負

担が続くことに変わりはなく、今後も構造的に財源不足の拡大が見込まれるなど、更なる財

政の硬直化を招くことが予想されるところです。 

 一方で、社会情勢の変化の影響による不確定要素から、経済活動の低迷などにより、市税

収入の回復が見込まれない中、また、少子高齢化に伴う社会保障費の増加など、今後も財政

負担が続いていくこととなります。 

 つきましては、本市の財政状況をご高察いただき、下記の項目について要望いたしますの

で、よろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

＜国土強靭化地域計画に基づく市事業に対する補助金・交付金の確保について＞ 

 

  本市においては、大規模自然災害が発生しても「致命的な被害を負わない強さ」と被災後

も「速やかに回復するしなやかさ」を持った「強靭な地域」をつくりあげる取り組みを推進

していくために「泉佐野市国土強靭化地域計画」を策定しております。その中で位置付けて

いるインフラ整備の促進において、行政運営に支障を来さないよう、補助金・交付金等の国

予算の財源及び配分の確保について、ご配慮いただきたく要望申し上げます。 

 

●令和８年度に実施予定の主な事業 

No. 分類 事業名 要望額（交付金ﾍﾞｰｽ） 補助金・交付金等 

１ 街路 泉佐野土丸線整備事業 206,000 千円 社会資本整備総合交付金（防災安全） 

２ 道路 （仮称）樫井南部公園線整備事業 45,000 千円 社会資本整備総合交付金（防災安全）                  

３ 
下水 

下水道（汚水）施設の整備事業 780,000 千円 社会資本整備総合交付金 

４ 下水道（雨水）施設の整備事業 35,000 千円 社会資本整備総合交付金（防災安全） 

   

（別紙位置図参照） 



No.１泉佐野土丸線整備事業
泉佐野土丸線 Ｌ=530ｍ W=17m

No.２ （仮称）樫井南部

公園線整備事業
（仮称）樫井南部公園線

Ｌ=410ｍ W=12m

No.３下水道（汚水）施設

の整備事業

（対象：市域全域93橋）

No.４下水道（雨水）施設

の整備事業

（対象：市域全域93橋）

関西国際空港

N

位 置 図



泉佐市行第 -2号 

令和 8 年 2 月 日 

厚生労働大臣 

上野 賢一郎 様 

 

泉佐野市長  千代松 大耕 

 

要  望  書 
 

地方独立行政法人りんくう総合医療センターは、救命救急センター、周産期セ

ンターをはじめとする高度急性期医療機能を有し、大阪府がん診療拠点病院、災

害拠点病院等として、地域における政策医療を担う中核的医療機関であります。

特に医療機関が少ない大阪府南部において、救急医療、小児・周産期医療、感染

症対応などの不採算医療を含め、地域住民の生命と健康を守る「最後の砦」とし

て不可欠な役割を果たしております。 

しかしながら、全国の公立病院の８割を超える施設が令和６年度決算において

赤字となるなど、病院経営は危機的状況に直面しており、当センターにおきまし

ても、純損益が２期連続で赤字計上となり、安定的な医療提供体制の維持が困難

となりつつあります。 

経営悪化の要因として、医薬品費や医療材料費の高騰、最低賃金引上げ等に伴

う人件費の増加が挙げられますが、加えて、社会保険診療が非課税取引であるこ

とにより、仕入時に支払った消費税を控除できず、いわゆる「損税」として医療

機関が負担せざるを得ない現行制度が、経営を圧迫する大きな要因となっており

ます。 

公立病院および地方独立行政法人病院は、地域医療に不可欠な不採算医療や政

策医療を担う使命を負っており、これらの医療機能を持続的に維持するためには、

安定した経営基盤の確立が急務であります。 

つきましては、地域医療を守り、持続可能な医療提供体制を確立するため、下

記の事項について特段のご配慮を賜りますよう強く要望いたします。 

 

記 

 

１ 診療報酬制度について、物価および賃金の上昇に的確に対応できる制度とす

ること 

医薬品費・医療材料費、人件費等の上昇を適切に反映し、公立病院が必要な医療

機能を維持できるよう、診療報酬体系の抜本的な見直しを行っていただきたい。 



 

２ 医療機関が仕入れ時に支払う消費税に関する「損税」構造を抜本的に見直し、

恒久的な仕組みを構築すること 

社会保険診療の非課税措置に起因する医療機関の消費税負担を解消し、安定的な

経営を可能とする制度改革を早急に実施していただきたい。   

 

以上について、ここに強く要望いたします。 



泉佐市行第  -4 号 

令和 8 年 2 月  日 

こども政策担当大臣 

黄川田 仁志 様 

 

泉佐野市長  千代松 大耕 

要 望 書 

 
我が国では、乳児の養育放棄や遺棄の事件が後を絶たない状況となっています。

本市は、「こども基本条例」を令和６年１月から施行し、「こどもの人権の尊重」を

基本理念に掲げ、切れ目のない支援体制の構築を進めています。そうした中で、課

題を抱える妊婦が安心して出産できるよう、また生まれ来るこどもの命を虐待遺棄

から守る「最後の砦」として、内密出産の受入実施及び赤ちゃんポストの設置を導

入する方針に至りました。 

 

本議題につきましては、国内では、熊本市・慈恵病院、東京都・賛育会病院の国内

２例実施に留まっており、法整備には至っていない状況でありますが、本市としま

しては、今後、すべての妊婦及び乳児が、誰一人取り残されない、安心して周産期

医療及び生きる権利が享受できるよう、相談支援体制をはじめとした、あらゆる制

度施策を包括的に展開してまいります。 

 

つきましては、本議題を実施するうえで、受入医療機関の設備改修、また児童福

祉法上の対応が必要となる局面等をはじめ、内密出産又は赤ちゃんポストを出た後

のスキームの構築、さらには、一時保護の受け皿となる施設の設置を進めてまいり

ますので、必要なご支援を賜りますよう宜しくお願いいたします。 

なお、「できるかぎり良好な家庭的環境」への推進協力体制の確立につきましても、

引き続き努めてまいります。 

最後に、社会全体で望まない妊娠をされた方々とその胎児の生命を守ることに取

り組めるように、内密出産の法制度化をご検討いただきますよう宜しくお願いいた

します。 

 

 

 

 

 



（様式：要－２） 

 

 

 

令和 8 年 2 月 27 日  

 

泉佐野市議会議長 様  

 

（会 派 名）自由民主党泉佐野市会議員団  

 

（代表者名）西野 辰也  

 

要請・陳情活動報告書  

 

下記のとおり要請・陳情活動の結果について報告いたします。  

 

記  

 

議員名  高橋 圭子・西野  辰也  

日  程  令和 8 年 2 月 19 日（木） 7：05 ～ 22：35 

要請・陳情

先の名称  
こども家庭庁・総務省・国土交通省・厚生労働省  

場  所  
住 所 東京都千代田区霞が関 3-2-5 他  

場 所 霞が関ビルディング  20 階 他  

要請・陳情

の概要  
別紙のとおり  

経  費  別添旅費計算書のとおり  

そ の 他  

 



要請項目・要請内容等 別紙の添付資料 

 

11:00～ 

要望先 こども家庭庁 斎藤支援局長・小松支援局家庭福祉課長 

要望者 千代松市長・河野公室長・高橋・西野 

要請内容 

乳児の養育放棄や遺棄を防ぎ、こどもの命を守る「最後の砦」として、本市は内密出産と

赤ちゃんポストの導入方針を固めました。現在、国内では実施例が少なく法整備も未了で

すが、「こども基本条例」の理念の下、すべての妊婦と乳児が安心して医療や生きる権利を

享受できる包括的な支援体制を展開します。 

実施に向けて、受入医療機関の設備改修や、赤ちゃんポスト等を経た後のスキーム構築、

一時保護施設の設置を進めるための支援を求めています。あわせて、良好な家庭的環境

での養育推進に努めるとともに、社会全体で命を守る仕組みとして、内密出産の法制度化

を強く要望します。 

 

要請項目 

受入医療機関の設備改修、また児童福祉法上の対応が必要となる局面等をはじめ、内

密出産又は赤ちゃんポストを出た後のスキームの構築、さらには、一時保護の受け皿とな

る施設の設置に対する予算の要望。 

 

社会全体で望まない妊娠をされた方々とその胎児の生命を守ることに取り組めるように、

内密出産の法制度化。 

 

13:30～ 

要望先 総務省 橋本審議官 

要望者 千代松市長・河野公室長・高橋・西野 

 

要請内容 

泉佐野市は財政健全化団体からの脱却後も、中期財政運営方針に基づく収入確保や経

費削減に努め、令和 6年度決算において引き続き黒字を維持しました。しかし、経常収支

比率は前年度より改善したものの 103.0％と依然 100％を上回っており、財政の硬直

化が続いています。この課題に対し、多額の地方債残高による公債費負担の軽減に向け、



新規発行の抑制や繰上償還を実施し、実質公債費比率など各種指標の改善を図っていま

すが、以下の点要望します。 

要請項目 

1. 特別交付税算定の見直し: 泉佐野市は財政力指数が高い一方で、多額の地方債残

高や高い経常収支比率を抱えています。そのため、表面的な財政力指数ではなく、

財政実態を考慮して算定するよう求めます。 

2. 政府系資金の確保: 厳しい財政状況下で民間からの資金調達に苦慮しているた

め、地方債について低利な政府系資金を確保出来る様におねがいします。 

3. 緊急防災・減災事業債の恒久化: 自然災害が激甚化する中、必要な財源を継続的

に確保するため、現在の時限的な措置を恒久的な制度に改めるよう要望します。 

4. 一般廃棄物処理事業債の充当率引き上げ: 物価高騰等の影響で建設費が高騰し

ており、ごみ焼却施設移設に伴う市の負担を軽減するため、充当率を現状の

90％から 100％に引き上げるようお願いします。 

5. 公害防止対策事業債の経過措置延長: 同市の下水道普及率は 46.8％と低水準

であり、さらなる整備が必要です。そのため、令和 7年度末で終了予定の経過措

置の延長、または同等制度の構築を求めます。 

 

14:40～ 

要望先 国土交通省 濱瀬技官 

要望者 千代松市長・河野公室長・高橋・西野 

要請内容 

財政健全化団体を脱却後も多額の地方債と高水準の公債費負担が続き、今後も財源不

足の拡大と財政の硬直化が予想される中、市税収入の回復も見込みはなく、少子高齢化

に伴う社会保障費増加も課題となり厳しい自治体運営が続いているため、下記の内容を

要望します。 

要請項目 

国土強靭化地域計画に基づく市事業の補助金・交付金確保を要請。  



泉佐野土丸線整備事業（206百万円）、樫井南部公園線整備（45百万円）、下水道(汚水)

施設の整備事業（780百万円）、下水道(雨水)施設の整備事業（35百万円）補助金は社

会資本整備総合交付金を想定。  

14:40～ 

要望先 厚生労働省 伊原事務次官 

要望者 千代松市長・河野公室長・高橋・西野 

 

要請内容 

りんくう総合医療センターは、大阪府南部で救急や周産期医療など不可欠な地域医療

を担う中核機関です。しかし、物価高騰や人件費の増加に加え、社会保険診療の非課税制

度に起因する消費税の「損税」負担が著しく経営を圧迫し、2 期連続の赤字という危機的

状況に直面しています。地域住民の命を守る「最後の砦」として持続可能な医療提供体制

を維持するため、経営基盤の安定化に向けた特段の配慮を強く要望しています。 

要請項目 

１ 診療報酬制度について、物価および賃金の上昇に的確に対応できる制度とするこ

と医薬品費・医療材料費、人件費等の上昇を適切に反映し、公立病院が必要な医療

機能を維持できるよう、診療報酬体系の抜本的な見直しを行っていただきたい。 

 

２ 医療機関が仕入れ時に支払う消費税に関する「損税」構造を抜本的に見直し、恒久

的な仕組みを構築すること社会保険診療の非課税措置に起因する医療機関の消

費税負担を解消し、安定的な経営を可能とする制度改革を早急に実施していただ

きたい。   

 



年 月 日 月

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

合　　計 ¥90,432

航空機事務手数料 1,650 1 1,650

カードポイント 航空費85，810×1％＝858 -858 1 -858

ANA9便 羽田空港～関西空港 25,550 2 51,100

南海電鉄 関西空港駅～泉佐野駅 520 2 1,040

東京ﾓﾉﾚｰﾙ、JR、
東京ﾒﾄﾛ

羽田空港第2ターミナル～虎ノ門 850 2 1,700

東京ﾒﾄﾛ、JR、
東京ﾓﾉﾚｰﾙ

霞が関～羽田空港第2ターミナル 850 2 1,700

南海電鉄 泉佐野駅～関西空港駅 520 2 1,040

ANA96便 関西空港～羽田空港 往復 16,530 2 33,060

〇旅費等計算表

内　訳 計　算　根　拠
金　　　　　　　額

単価 数 計　（円）

22:26 関西空港駅出発 鉄道(南海)

22:35 泉佐野駅到着 鉄道(南海)

20:30 関西空港へフライト ANA97便

21:50 関西空港到着 徒歩

17:12 霞が関 駅出発 （日比谷、浜松町経由） 東京メトロ、JR

17:53 羽田空港第2ターミナル駅到着 東京モノレール

11:00 11:00 こども家庭庁　13:30 総務省 徒歩

14:30 14:30 国土交通省　15:15 厚生労働省 徒歩

10:08 羽田空港第2ターミナル駅出発 東京モノレール

10:43 虎ノ門駅到着（浜松町、新橋経由） JR、東京メトロ

8:20 羽田空港へフライト ANA96便

9:35 羽田空港到着 徒歩

2 19 7:05 泉佐野駅出発 鉄道(南海)

7:14 関西空港駅到着 鉄道(南海)

〇行程表

月 日 時間 スケジュール 交通手段等

要請陳情行程・旅費計算書

（令和 8 2 19 ～ 2 19 日分）



支出伝票
07-001 （1/2）

日付 令和 8年 2月 10日 支出額 2,178 円

項目 資料作成費 充当額 2,178 円

細目 その他 按分率

支払先 DCM(株)DCM泉佐野松風台店 　

　

　

　

摘要 インク代 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



支出伝票
07-001 （2/2）


